
１．１．徳徳
とくみねとくみね

峰峰　　一一
かずなりかずなり

成成　　（日本共産党） P10　　　（日本共産党） P10　
　　　　○支所再編は見直しを　　○職員の超過勤務○支所再編は見直しを　　○職員の超過勤務

２．２．上上
かみむらかみむら

村村　　龍龍
たつおた つ お

生生　　（創政会） P11　　　（創政会） P11　
　　○本市における新型コロナウイルス感染対策　　○本市における新型コロナウイルス感染対策
　　○本市の公共交通や思いやりバス・タクシーを補完する「支え合い交通」の考え　　○本市の公共交通や思いやりバス・タクシーを補完する「支え合い交通」の考え

３．３．渡渡
わたなべわたなべ

辺辺　　利利
としはるとしはる

治治　　（創政会） P12　　　（創政会） P12　
　　　　○本庁舎及び支所庁舎の施設整備　　○農業公社○本庁舎及び支所庁舎の施設整備　　○農業公社

４．４．重重
しげひさしげひさ

久久　　昌昌
まさきま さ き

樹樹　　（無所属自由クラブ） P13　　　（無所属自由クラブ） P13　
　　　　○道路行政　　○多面的機能支払交付金事業○道路行政　　○多面的機能支払交付金事業

５５．．久久
ひさながひさなが

長長　　登登
と ら おと ら お

良男良男　（新生会）　（新生会）  P14P14　　
　　　　○市指定文化財　　○市役所本庁舎増築　　○ＪＲ新型観光列車○市指定文化財　　○市役所本庁舎増築　　○ＪＲ新型観光列車

６．６．海海
うみのう み の

野野　　隆隆
りゅうへいりゅうへい

平平　　　　（無所属自由クラブ） P15　（無所属自由クラブ） P15　
　　　　○新型コロナウイルス国内への拡散と市民不安の解消　　○防犯カメラの設置○新型コロナウイルス国内への拡散と市民不安の解消　　○防犯カメラの設置
　　　　○曽於高校進学祝金贈呈事業の見直し○曽於高校進学祝金贈呈事業の見直し

７．７．迫迫
さこさこ

　　杉杉
すぎおす ぎ お

雄雄　　　（誠和会） P16　　　　（誠和会） P16　
　　　　○農地耕作条件改善事業（寺園地区）　　○農業振興　　○末吉中央公民館建設○農地耕作条件改善事業（寺園地区）　　○農業振興　　○末吉中央公民館建設

８．８．今今
いまづるいまづる

鶴鶴　　治治
はるのぶはるのぶ

信信　　（新生会） P17　　　（新生会） P17　
　　　　○燃ゆる感動かごしま国体　　○給食センター建設　　○燃ゆる感動かごしま国体　　○給食センター建設　　
　　　　○産業動物疾病制御教育研究センターの誘致○産業動物疾病制御教育研究センターの誘致

９．９．松松
まつのしたまつのした

ノ下ノ下　いずみ（誠和会） P18　　いずみ（誠和会） P18　  
　　　　○ＪＲ大隅大川原駅に新型観光列車が停車、これに伴う取り組み　　○芙蓉之塔○ＪＲ大隅大川原駅に新型観光列車が停車、これに伴う取り組み　　○芙蓉之塔

10．10．渕渕
ふちあいふちあい

合合　　昌昌
まさあきまさあき

昭昭　　　　（新生会） P19　（新生会） P19　
　　　　○有害鳥獣駆除対策　　○ふるさと納税　　○農業振興○有害鳥獣駆除対策　　○ふるさと納税　　○農業振興

11．11．岩岩
いわみずいわみず

水水　　豊豊
ゆたかゆたか

　　　　　　（新生会） P20　（新生会） P20　
　　　　○施政方針　　○旅館・ホテル施設誘致○施政方針　　○旅館・ホテル施設誘致

12．12．宮宮
みやさこみやさこ

迫迫　　勝勝
まさるまさる

　　　　　　（日本共産党） P21　（日本共産党） P21　  
　　　　○本庁・支所機能再編計画　　　○産業動物疾病制御教育研究センターの誘致○本庁・支所機能再編計画　　　○産業動物疾病制御教育研究センターの誘致
　　　　○高齢者の交通手段確保○高齢者の交通手段確保

13．13．山山
やまだや ま だ

田田　　義義
よしもりよしもり

盛盛　　　　（誠和会） P22　（誠和会） P22　
　　　　○宅地分譲整備事業　　○本庁・支所機能再編計画○宅地分譲整備事業　　○本庁・支所機能再編計画

一般質問
13名の議員登壇 市政を問う

一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



ちょっとひとりごと

支所再編では、市民の

意見や世論が決定的に

大事ではないでしょうか。

　

こ
の
金
額
で
本
当
に
建

設
で
き
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
精
査
し
て

き
た
。
こ
れ
で
進
め
た
い
。

　

末
吉
本
庁
の
事
業
費
が
、

わ
ず
か
３
カ
月
間
で
５
億
円

増
額
で
あ
る
。
理
由
は
。

 

　

地
震
の
揺
れ
に
強
い

免
震
構
造
の
導
入
と
、
市
民

の
皆
様
が
一
つ
の
フ
ロ
ア
で

手
続
き
が
可
能
に
な
る
よ
う

に
総
合
窓
口
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

　

市
役
所
再
編
に
つ
い
て

今
後
、
議
会
の
意
見
は
尊
重

さ
れ
る
か
。

　

意
見
は
尊
重
す
る
。

　

１
カ
月
に
、
１
６
０
時

間
以
上
の
超
過
勤
務
の
職
員

が
３
人
い
る
の
は
。

　

災
害
対
応
で
大
き
な

超
過
勤
務
と
な
っ
た
。

　

支
所
再
編
は
合
併
後
最

大
の
事
業
だ
が
、
前
回
の
市

長
選
挙
で
は
、
な
ぜ
公
約
に

し
な
か
っ
た
の
か
。

　

当
時
は
議
論
し
て
い

な
か
っ
た
。

　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ

の
間
の
資
料
を
み
て
も
、
当

時
市
は
議
論
し
て
い
た
の
で

は
。　

平
成
29
年
８
月
か
ら

内
部
検
討
を
開
始
し
た
。

　

旧
３
町
の
均
衡
あ
る
発

展
を
め
ざ
す
立
場
で
、
本
市

と
同
じ
く
一
部
分
庁
方
式
を

残
し
て
い
る
九
州
内
の
15
市

に
つ
い
て
、
調
査
や
研
修
を

行
っ
た
か
。

　

調
査
や
研
修
は
行
っ

て
い
な
い
。

　
　

市長／議会の意見は尊重したい

職
員
の
超
過
勤
務

徳徳
とくとく

峰峰
みねみね

　　一一
かずかず

成成
なりなり

（日本共産党）（日本共産党）

※大隅支所庁舎は大隅町中央公民館を含む

支所再編の見直しを

　

法
律
上
問
題
は
な
い
か
。

ご
家
族
の
心
配
な
声
が
聞
か

れ
る
。

　

法
律
に
は
違
反
し
て

い
な
い
。
ご
家
族
の
心
配
な

声
も
聞
い
て
い
る
。

　

教
訓
と
し
て
今
後
の
対

策
は
。

　

技
術
者
の
一
部
集
約

を
図
り
な
が
ら
、
協
力
体
制
、

支
援
体
制
及
び
資
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

気になる建設費の大幅増

本　議　会
一般質問の様子

当初計画 増額分 令和２年３月
末吉本庁舎 11億３千万円 ５億１千万円 16億４千万円
大隅支所庁舎 ８億２千万円
財部支所庁舎 ４億６千万円
岩川小学校 17億 7千万円 ４億４千万円 22億 1千万円
末吉中央公民館 ３億円 ２億２千万円 ５億２千万円

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 10
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機
関
へ
の
受
診
。
過
少
に
も

過
大
に
も
評
価
せ
ず
冷
静
な

行
動
を
。

　

人
口
減
少
時
代
に
向
け
、

本
市
の
公
共
交
通
の
主
流
で

あ
る
鹿
児
島
交
通
の
運
行
体

制
は
維
持
で
き
る
か
。

　

鹿
児
島
交
通
か
ら
は
、

「
乗
務
員
の
確
保
が
難
し
く
、

今
の
運
行
体
制
を
維
持
す
る

の
は
将
来
的
に
大
変
難
し
い

状
況
で
あ
る
」
と
の
見
解
で

あ
っ
た
。

　

鹿
児
島
交
通
の
運
行
体

制
が
縮
小
さ
れ
た
場
合
、
本

市
の
思
い
や
り
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

　

車
両
の
確
保
や
人
員

体
制
か
ら
大
変
難
し
い
。

　

人
口
減
少
が
進
む
と
今

以
上
に
高
齢
者
等
の
交
通
弱

者
が
点
在
す
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。　

現
在
の
路
線
上
で
利

用
者
が
増
減
し
て
も
、
大
き

な
問
題
は
生
じ
な
い
が
、
こ

の
区
域
外
で
利
活
用
す
る
こ

と
は
大
変
難
し
く
、
新
た
な

交
通
対
策
の
必
要
性
を
痛
感

　

本
市
の
取
り
組
み
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
健
康
危
機
管
理
部
を
設
置

し
、
今
後
の
対
策
等
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　

市
民
が
発
熱
等
で
感
染

疑
い
の
不
安
を
覚
え
た
場
合

の
取
る
べ
き
行
動
は
。

　

37
・
５
度
以

上
の
発
熱
な
ど
風
邪
の
症
状

が
４
日
間
以
上
続
く
場
合
は
、

志
布
志
保
健
所
に
相
談
し
て

保
健
所
か
ら
の
指
示
で
医
療

市長／市民の不安を解消するため
　　　万全を期す

高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
交

通
手
段
確
保
は

し
て
い
る
。

　

市
内
の
公
共
交
通
（
思

い
や
り
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
含

む
）
を
補
完
す
る
手
段
と
し

て
、
地
域
交
通
空
白
・
不
便

地
域
の
解
消
を
目
指
す
「
支

え
合
い
交
通
」
に
つ
い
て
何

ら
か
の
情
報
は
。

　

交
通
空
白
・
不
便

地
域
が
今
後
予
想
さ
れ
る
中
、

本
市
の
特
性
に
合
っ
た
地
域

交
通
の
構
築
を
研
究
し
た
い
。

上上
かみむらかみむら

村村　　龍龍
たつおた つ お

生生
（創政会）（創政会）

本市の新型コロナウイルス
対策は

最大限の注意を

市民の大切な移動手段

人口減少社会に対応

できる体制つくりを！

本　議　会
一般質問の様子

11 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。
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今
後
の
事
業
を
含
め
た

市
債
残
高
と
、
全
体
の
ピ
ー

ク
は
い
つ
か
。

　

２
６
９
億
８
千
万
円

で
、
令
和
３
年
度
で
あ
る
。

　

同
じ
く
元
利
償
還
額

と
、
ピ
ー
ク
年
度
は
。

　

32
億
円
で
令
和
２
年

度
で
あ
る
が
７
年
度
に
一
時

大
き
く
な
る
。

　

今
後
の
財
政
運
営
は
。

　

少
な
い
自
主
財
源
で

苦
し
く
な
る
と
思
う
。

　

本
庁
・
支
所
の
施
設
整

備
計
画
は
。

耐震補強中の本庁庁舎

多目的ホールは

新中央公民館へ

市長／計画的にする

特に本庁舎増築は市民の意
見を聞いて

本　議　会
一般質問の様子

渡渡
わたなべわたなべ

辺辺　　利利
としはるとしはる

治治
（創政会）（創政会）

　

農
業
公
社
の
問
題
点
は
。

　

天
候
に
左
右
さ
れ
利

用
者
に
迷
惑
が
か
か
る
。

　

今
後
の
公
社
の
課
題
は

何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　

離
農
す
る
農
家
が
増

え
る
中
で
公
社
の
利
用
を
促

し
、
農
家
の
所
得
増
加
や
公

社
の
事
業
収
益
を
増
や
す
。

各施設の事業費と計画年度

本庁・支所の施設整備計画

農
業
公
社

事業年度 事業費 面積 場所 備考

本 庁 舎 令和２年～３年 16億４千万円 ２階 2,300㎡ 向江公園内 2Ｆは多目的ホール
会議室

大隅庁舎 令和４年～５年 ８億２千万円 平屋 1,600㎡ 文化会館近く 既存庁舎解体

財部庁舎 令和５年～６年 ４億６千万円 平屋   800㎡ 同敷地 西側除き解体

事業費 計画年度 備考
岩川小学校 23億８千万円 令和２年度 防災整備事業等を含む
末吉中央公民館 ５億２千万円 令和２年度
末吉総合体育館 ２億円 令和２年度
末吉小学校新築 19億７千万円 令和３年～８年度
学校給食センター 13億５千万円 令和３年～５年度
住宅購入費 10億１千万円 令和２年度 桜ヶ丘団地１棟 38戸
庁舎合計 29億２千万円 令和２年～６年度 庁舎新築分

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 12
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外
側
線
・
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
及
び
路
面
標
示
で
早

急
に
対
応
す
る
。
通
学
路
と

な
る
県
道
か
ら
約
１
０
０
ｍ

の
区
間
は
、
局
部
的
な
改
良

は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
早

い
時
期
に
関
係
者
等
と
協
議

を
し
て
い
く
。

　

交
付
金
の
支
払
時
期
は

い
つ
か
。

　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

交
付
金
の
支
払
時
期
が

遅
い
た
め
、
事
業
実
施
が
遅

れ
る
な
ど
支
障
が
あ
る
。
早

め
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

　

県
の
内
示
後
に

支
払
い
に
な
る
。
特
別
な
理

由
が
あ
れ
ば
事
業
着
手
の
申

請
が
出
来
る
。

　

早
く
交
付
金
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
に
県
に
要
望

し
て
い
く
。

　

市
道
笠
木
・
か
ん
じ
ん
松

線
の
旧
玉
利
商
店
か
ら
土
地

改
良
区
記
念
碑
が
あ
る
十
字

路
ま
で
の
区
間
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　

　

交
通
量
が
多
く
幅
員

が
狭
く
一
部
離
合
で
き
な
い

部
分
も
あ
る
。

　

笠
木
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

要
望
書
の
内
容
は
。

　

通
学
路
で
危
険
な
た

め
安
全
施
設
を
設
置
し
て
ほ

し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。

　

現
場
の
対
策
は
。

　

高
齢
化
や
事
務
の
複
雑

化
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
事
務
処

理
な
ど
、
活
動
の
継
続
や
事

務
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
旧
町
単
位
く
ら
い
で
広

域
化
し
、
事
務
員
を
確
保
で

き
な
い
か
。

　

事
務
処
理
が
出
来
な

い
組
織
が
あ
る
の
も
現
状
で

あ
る
。
広
域
化
を
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業

水路の維持管理作業

事務の効率化と

活動組織の広域化を

市長／ 危険なため安全施設を設置し
てほしい

通学路に関する要望書の内
容は

本　議　会
一般質問の様子

重重
しげひさしげひさ

久久　　昌昌
まさきま さ き

樹樹
（無所属自由クラブ）（無所属自由クラブ）

改良が待たれる通学路

交付金支払時期
支払時期

平成
29年度 7月中旬 10月上旬 11月中旬

平成
30年度 7月中旬 11月上旬 12月中旬

令和
元年度 7月下旬 11月中旬 1月中旬

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50 分以内です。
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る
。
令
和
３
年
度
は
、
防
災

セ
ン
タ
ー
設
備
を
備
え
た
増

築
工
事
等
、
４
年
度
は
、
外

構
工
事
や
駐
車
場
整
備
工
事

等
を
計
画
し
て
い
る
。

　

今
秋
運
行
開
始
予
定
の

新
型
観
光
列
車
「
36
ぷ
ら
す

３
」
が
大
隅
大
川
原
駅
に
停

車
す
る
こ
と
の
感
想
は
。

　

本
市
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の

機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　

運
行
開
始
ま
で
の
計
画

は
。　

駅
舎
周
辺
の
環
境
整

備
や
、
お
も
て
な
し
計
画
と

し
て
、
観
光
協
会
、
森
の
学

校
や
地
元
公
民
館
と
も
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

い
う
こ
と
を
、
地
域
の
児
童

及
び
生
徒
並
び
に
市
内
外
の

方
に
知
っ
て
貰
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
増
改

築
及
び
建
て
増
し
計
画
は
。

　

本
年
度
は
、
本
庁

舎
増
改
築
の
許
可
申
請
、
基

本
実
施
設
計
委
託
、
駐
車
場

整
備
の
設
計
委
託
及
び
工
事
、

造
成
工
事
等
を
計
画
し
て
い

　

市
文
化
財
で
、
直
接
市

が
管
理
し
て
い
る
の
は
何
カ

所
か
。　

現
在
、
市
指
定
文

化
財
が
88
カ
所
で
、
直
接
市

が
管
理
し
て
い
る
の
は
32
カ

所
で
あ
る
。

　

龍
虎
城
跡
の
現
状
を
ど

の
様
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

　

龍
虎
城
跡
は
、
市

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

山
城
跡
で
あ
る
。

　

地
元
に
と
っ
て
馴
染
み
の

あ
る
場
所
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で

あ
る
。

　

歴
史
教
育
と
の
関
連
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　

貴
重
な
戦
争
遺
跡

と
い
う
一
面
も
持
つ
、
生
き

た
歴
史
的
遺
産
で
も
あ
る
と

市
役
所
本
庁
舎
増
築

Ｊ
Ｒ
新
型
観
光
列
車

　

本
市
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
様
に

考
え
る
か
。

　

駅
舎
周
辺
で
の
お
も

て
な
し
と
特
産
品
販
売
を
考

え
て
い
る
。

歴史教育にふさわしい

整備をしたいもんだ

教育長／ 検討して適切な対応をして
いきたい

財部城山（龍虎城跡）の整
備は

本　議　会
一般質問の様子

久久
ひさひさ

長長
ながなが

　　登登
とと

良良
らら

男男
おお

（新生会）（新生会）

龍虎城跡

大隅大川原駅

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 14
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防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と

必
要
性
は
。

　

市
民
の
安
全
確
保
上
、

場
所
に
よ
っ
て
は
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。

　

県
内
自
治
体
の
設
置
状

況
は
。

　

本
市
を
含
む
18
市
10

町
村
で
、
約
５
１
０
基
設
置

し
て
い
る
。

　

本
市
の
設
置
状
況
は
。

　

現
在
９
施
設
33
基
設

置
し
て
い
る
。

　

今
後
の
設
置
予
定
は
。

　

通
学
路
を
含
め
て
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
卒
業
生

の
大
学
進
学
者
及
び
成
績
優

秀
者
に
対
し
条
例
に
基
づ
き
、

昨
年
12
月
23
日
に
祝
金
が
贈

呈
さ
れ
て
い
る
。
対
象
者
は

何
人
で
、
事
業
費
は
い
く
ら

か
。

　

祝
金
の
対
象
者
は
、

30
万
円
贈
呈
が
26
人
、
５
万

円
贈
呈
が
９
人
で
あ
る
。
事

業
費
８
２
５
万
円
で
あ
っ
た
。

　

使
途
の
調
査
は
。

　

調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。

　

条
例
の
附
則
に
３
年
を

目
途
に
検
証
す
る
と
な
っ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
検
証
し

結
果
は
い
つ
だ
す
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

　

　

感
染
源
や
感
染
経
路

は
調
査
中
で
あ
る
が
、
飛
沫

感
染
と
接
触
感
染
が
考
え
ら

れ
る
。

　

国
や
県
の
通
達
は
。

　

情
報
提
供
や
事
務
連

絡
等
の
周
知
が
あ
る
。

　

感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
の
検
疫
体
制
を
含
め
た
各

機
関
と
の
連
携
は
。

　

曽
於
市
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
健
康
危
機
管
理
部

を
設
置
し
、
情
報
の
共
有
化
、

今
後
の
対
策
実
施
等
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

曽
於
高
校
進
学
祝
金
贈
呈

事
業
の
見
直
し

　

外
部
評
価
員
を
入

れ
総
合
評
価
す
る
。

　

９
月
ま
で
に
は
結
果
を
出

し
た
い
。新型コロナウイルスは

全世界で拡散して

おります。

手洗い、うがい、

マスクを励行

いたしましょう

市長／ 新型コロナウイルス対策本部
を設置し、必要な措置や対応
を行う

新型コロナウイルスに対す
る市民の不安解消策は

本　議　会
一般質問の様子

海海
うみのう み の

野野　　隆隆
りゅうりゅう

平平
へいへい

（無所属自由クラブ）（無所属自由クラブ）

曽於高校生各大学への進学者数（人）
Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30

国公立大学 ９ ８ ８

私立大学 19 12 14

国公立短大 ２ ３ ４

私立短大 ６ 14 ６

専修学校 60 68 50

15 ☆曽於市議会では、インターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。
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設
事
業
費
は
。

　

旧
清
寿
園
跡
地

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
土

地
購
入
費
等
が
減
額
に
な
り
、

末
吉
中
央
公
民
館
跡
地
売
却

に
つ
い
て
は
協
議
中
で
あ
る
。

　

県
道
２
本
が
交
差
す
る

事
か
ら
朝
夕
は
交
通
量
が
多

い
地
域
で
あ
る
。
町
並
み
も

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

湯
之
尻
交
差
点
は

交
通
量
が
多
い
の
で
、
出
入

口
を
拡
幅
し
、
ス
ロ
ー
プ
の

歩
道
を
設
置
し
て
、
出
入
口

の
安
全
に
努
め
た
い
。

　

道
路
と
高
低
差
を
低
く

す
る
た
め
、
近
辺
の
耕
作
放

棄
地
を
買
収
し
、
土
砂
を
搬

出
し
て
埋
め
立
て
た
ら
ど
う

か
。　

今
後
、
検
討
す
る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
事

業
の
経
過
は
。

　

事
業
導
入
で
地
元

説
明
会
、
全
体
事
業
費
は

７
５
０
０
万
円
、
受
益
者
負

担
は
５
％
の
３
４
６
万
円
で

あ
る
。

　

寺
園
の
池
周
辺
の
整
備

は
。　

令
和
２
年
度
、
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
後
、

令
和
３
年
度
か
ら
取
り
組
む
。

公民館は多目的施設

湯之尻地区の

人の流れがかわる

まちなみづくりを！

寺園の池現状

県道入口旧清寿園近辺の耕作放棄地と田

市長／来年度から実施の方向で
　　　考えている

ため池整備は早急に取り組
むべきでは

本　議　会
一般質問の様子

迫迫
さこさこ

　　杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

（誠和会）（誠和会）

　

ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
の

増
設
は
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

　

曽
於
市
ゆ
ず
搾
汁
セ

ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。

　

ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
移

転
建
設
場
所
は
、
メ
セ
ナ
食

彩
セ
ン
タ
ー
近
く
が
良
い
の

で
は
。

　

曽
於
市
ゆ
ず
搾
汁
セ

ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会
で

場
所
や
規
模
は
検
討
を
重
ね
、

早
い
時
期
に
方
向
性
を
示
し

建
設
を
計
画
し
た
い
。

　

当
初
計
画
か
ら
、
旧
清

寿
園
跡
地
に
変
更
に
な
り
建

ゆ
ず
振
興

末
吉
中
央
公
民
館
建
設

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 16
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建
設
場
所
は
、
ど
こ
の

予
定
か
。

　

末
吉
町
諏
訪
方
の

旧
鹿
児
島
県
農
業
改
良
普
及

所
裏
の
市
道
側
の
農
地
を
建

設
候
補
地
と
し
て
計
画
し
て

い
る
。

　

敷
地
面
積
と
建
設
予
算

は
、
い
く
ら
か
。

　

６
０
７
３
㎡
の
農

地
に
ま
だ
確
定
で
は
な
い
が
、

国
の
補
助
金
１
億
５
千
万
円
、

過
疎
債
、
教
育
施
設
債
等
を

利
用
し
て
、
約
13
億
５
千
万

円
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
給
食
費
に
３
分

の
１
の
子
育
て
支
援
（
月
額

１
０
０
０
円
）
の
助
成
が
あ

る
が
、
２
分
の
１
に
増
や
す

考
え
は
な
い
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　

財
部
高
校
跡
地
に
産
業

動
物
疾
病
制
御
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
誘
致
の
計
画
が
あ
る

が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

　

地
域
の
畜
産
関
係
企

業
や
団
体
等
か
ら
な
る
誘
致

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設

産
業
動
物
疾
病
制
御
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

みなさん

武術太極拳の応援を！

武術太極拳の練習風景

給食センター予定地

　

本
市
で
開
催
さ
れ
る
武

術
太
極
拳
の
開
催
時
期
は
。

　

令
和
２
年
９
月
26

日
と
27
日
の
２
日
間
、
末
吉

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

選
手
・
役
員
等
の
関
係

者
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

　

千
人
く
ら
い
で
あ

る
。

教育長／ かごしま国体曽於市実行委
員会を中心に広報・周知を
図りたい

燃ゆる感動かごしま国体の取
り組みは

本　議　会
一般質問の様子

今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

　　治治
はるはる

信信
のぶのぶ

（新生会）（新生会）

予定地

推
進
協
議
会
を
昨
年
８
月
に

設
立
し
、
10
月
に
同
協
議
会

か
ら
鹿
児
島
大
学
に
対
し
て
、

財
部
高
校
跡
地
に
当
該
施
設

の
整
備
を
図
ら
れ
る
よ
う
要

望
書
を
提
出
し
た
。

　

実
現
の
可
能
性
は
。

　

国
の
許
認
可
が
必
要

で
あ
り
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
協
力
が
で
き
る
か
鹿
児

島
大
学
と
連
携
し
て
誘
致
に

向
け
て
こ
れ
か
ら
も
協
議
し

て
い
く
。

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。
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販
売
な
ど
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議

し
て
い
く
。

　

本
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
四

季
折
々
の
パ
ネ
ル
展
示
・
ビ

デ
オ
上
映
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　

地
元
と
協

議
し
て
考
え
て
い
く
。

　

大
川
原
峡
・
悠
久
の
森

へ
の
短
時
間
の
散
策
が
可
能

と
思
わ
れ
る
。
対
応
で
き
な

い
か
。

　

Ｊ
Ｒ
側
か

ら
は
駅
周
辺
で
、
カ
フ
ェ
な

ど
で
く
つ
ろ
い
で
頂
く
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
時
間
の
制

限
が
あ
る
が
、
確
実
に
時
間

設
定
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

提
案
し
て
い
き
た
い
。

　

散
策
が
可
能
と
な
れ
ば

大
川
原
峡
な
ど
の
整
備
が
さ

れ
て
い
な
い
。
訪
れ
る
人
も

増
え
る
と
思
う
が
。

　

キ
ャ
ン
プ

場
を
含
め
て
河
川
な
ど
の
整

備
も
関
係
課
と
協
議
し
て
進

め
て
い
く
。

　

芙
蓉
之
塔
に
対
す
る
市

長
の
思
い
は
。

　

戦
争
が
も
た
ら
し
た

多
く
の
犠
牲
や
苦
難
を
、
平

和
の
象
徴
と
し
て
後
世
に
伝

え
る
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

　

岩
川
芙
蓉
会
の
高
齢
化

と
今
後
の
対
策
は
。

　

歴
史
を
後
世
に
伝

え
て
頂
く
重
要
な
団
体
で
あ

り
、
今
後
芙
蓉
会
役
員
と
保

存
会
役
員
で
協
議
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
社
長
は
、

大
隅
大
川
原
駅
停
車
で
地
域

活
性
化
を
目
指
す
と
言
わ
れ

て
い
る
。
市
長
の
見
解
は
。

　

大
隅
大
川
原
駅
周

辺
観
光
地
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

が
で
き
れ
ば
、
地
域
活
性
化

の
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思

う
。

　

市
と
し
て
の
対
応
は
。

　

駅
舎
周
辺
の
環
境
整

備
、
お
も
て
な
し
や
特
産
品

芙
蓉
部
隊
の
慰
霊
碑

芙
蓉
之
塔

　

平
和
教
育
と
芙
蓉
部
隊

の
存
在
を
市
内
外
に
周
知
す

る
た
め
に
資
料
館
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

　

隣
接
す
る
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
に
併
設
で
き
る

か
検
討
し
て
い
く
。

絶好のチャンス

積極的なＰＲを

大隅大川原駅と大いちょう

芙蓉之塔（岩川海軍航空基地跡）

市長／ 地域活性化への大きな意義が
ある

新型観光列車停車について
の見解は

本　議　会
一般質問の様子

松松
まつのしたまつのした

ノ下ノ下　　いずみいずみ
（誠和会）（誠和会）

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 18
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被
害
作
物
は
。

　

甘
藷
、
野
菜
、
飼
料

作
物
及
び
稲
が
主
な
作
物
で

あ
る
。

　

今
後
、
市
と
し
て
有
害

鳥
獣
対
策
の
計
画
は
。

　

電
気
柵
設
置
補
助
、

狩
猟
免
許
取
得
補
助
、
駆
除

隊
へ
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
・
出

動
に
対
す
る
補
助
、
箱
ワ
ナ

の
貸
し
出
し
等
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
現
在
有
害
鳥
獣

駆
除
隊
が
４
駆
除
隊
あ
り
、

今
後
連
携
強
化
し
、
組
織
の

一
本
化
を
図
り
、
駆
除
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
過
去
３

年
間
の
実
績
は
。

　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
額
は
。

　

平
成
28
年
度
は
約

１
１
６
７
万
円
、
平
成
29
年

度
が
約
１
１
５
７
万
円
、
平

成
30
年
度
が
、
約
８
５
８
万

円
で
あ
る
。
主
な
鳥
獣
の
被

害
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

農
林
振
興

た
。
水
稲
の
作
況
指
数
は
92

で
あ
り
、
品
質
も
１
等
米
比

率
が
53
・
７
％
で
あ
っ
た
。

　
　

甘
藷
の
生
産
調
整
が
続

い
て
い
る
が
代
わ
り
の
農
作

物
は
。

　

霧
島
酒
造
が
昨
年
産

か
ら
２
割
減
反
。
本
年
も
２

割
〜
３
割
の
減
反
が
予
想
さ

れ
る
。

　

既
存
の
機
械
で
対
応
で

き
、
価
格
・
販
路
が
安
定
し

て
い
る
澱
粉
用
甘
藷
・
里
芋

を
検
討
し
て
い
る
。

イノシシさん

田・畑を荒らさないで

市長／ 組織の一本化を図り、駆除対
策に取り組んでいく

有害鳥獣対策で安定した農
業を

本　議　会
一般質問の様子

渕渕
ふちあいふちあい

合合　　昌昌
まさあきまさあき

昭昭
（新生会）（新生会）

主な有害鳥獣の被害
万円

イノシシ カラス ウサギ ヒヨドリ

895 887

661

106 102 7564 54 3846 57 42

平成28年度 平成29年度 平成30年度
0

500

1000

年　　度 寄付額 経　費 差　額

平成 29年度 10億 3千万円 7億 1千万円 3億 2千万円

平成 30年度 16億 9千万円 12億円 4億 9千万円

令和元年度 19億 2千万円 10億 7千万円 8億 5千万円

※令和元年度は見込額

本庁・支所の施設整備計画　

令
和
元
年
農
作
物
の
長

雨
被
害
状
況
は
。

　

長
雨
等
で
水
稲
、
春
・

夏
野
菜
等
で
影
響
が
あ
っ

19 ☆曽於市ホームページ・・https://www.city.soo.kagoshima.jp/



ちょっとひとりごと

　

工
場
増
設
に
よ
る
補

助
金
を
３
社
に
交
付
す
る
。

　

大
隅
町
笠
木
の
ア
ヤ
ベ

跡
地
は
購
入
し
た
か
。

　

跡
地
の
山
林

が
崩
壊
し
て
い
る
の
で
、
復

旧
工
事
が
完
了
後
に
購
入
し

た
い
。
県
に
よ
る
復
旧
治
山

事
業
、
１
億
５
千
万
〜
２
億

円
を
予
定
し
て
い
る
。

　

誘
致
計
画
は
あ
る
か
。

　

神
奈
川
県
の
ア
ポ
ロ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
協
定

を
結
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
が
、

延
期
に
な
っ
て
い
る
。
建
設

予
定
地
は
、
メ
セ
ナ
温
泉
隣

接
地
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
２
回
の
市
民
説
明

会
を
７
月
〜
12
月
に
開
催
、

説
明
会
で
は
本
庁
増
築
費

は
、
面
積
１
８
０
０
㎡
・
約

11
億
３
千
万
円
と
説
明
し
て

い
る
が
、今
回
の
説
明
で
は
、

面
積
が
５
０
０
㎡
、
金
額
が

45
％
増
の
16
億
４
千
万
円
に

増
え
て
い
る
。
短
時
間
で
大

き
く
増
え
た
の
は
、
市
民
に

開
か
れ
た
市
政
を
目
指
す
と

言
い
な
が
ら
遺
憾
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
事
態
に
な

り
、
お
詫
び
す
る
。
今
後
事
業

費
の
削
減
に
努
力
し
て
い
く
。

　

議
場
を
増
築
部
分
に
作

る
予
定
か
。

　

議
会
側
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
作
る
。

　

宅
地
分
譲
整
備
事
業
の

成
果
・
課
題
は
。

　

末
吉
柳
迫
地
区
は
完

売
。
大
隅
南
地
区
は
１
区
画

販
売
。
大
隅
坂
元
地
区
は
売

れ
て
い
な
い
。
財
部
地
区
分

譲
計
画
は
、
令
和
２
年
度
に

先
送
り
し
た
。

　

企
業
誘
致
の
実
績
は
。

本
庁
増
築
計
画
の
変
更

　

大
幅
な
工
事
費
増
に
議

場
建
設
が
含
ま
れ
る
の
で
あ

れ
ば
反
対
で
あ
る
。
市
民
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

　

議
会
側
で
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

住みたい魅力ある

分譲地を提供しよう

大隅坂元地区宅地分譲地

市長／大隅坂元地区分譲販売ゼロ

人口増対策・宅地分譲は

本　議　会
一般質問の様子

岩岩
いわみずいわみず

水水　　豊豊
ゆたかゆたか

（新生会）（新生会）

ホ
テ
ル
誘
致
は

末吉本庁舎増築計画
面積（㎡） 金額（万円）

当 初 計 画 1,800 11億３千

今 回
提 示 計 画 2,300 16 億４千

増 額 500 ５億１千

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 20
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サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　

本
庁
舎
増
改
築
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

令
和
２
年
度
は
、
増

改
築
部
分
の
基
本
設
計
、
造

成
工
事
等
。
令
和
３
年
度
は

増
築
工
事
等
。
令
和
４
年
度

は
外
構
工
事
や
駐
車
場
整
備

等
を
計
画
し
て
い
る
。

　

県
産
の
木
材
を
使
っ

た
公
共
施
設
に
は
補
助
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
建
築
構
造

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

本
庁
舎
増
築
部
分
は

鉄
骨
造
り
、
大
隅
・
財
部
支

所
は
木
造
を
考
え
て
い
る
。

　

財
部
高
校
跡
地
の
産
業

動
物
疾
病
制
御
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
誘
致
で
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
考
え
て
い
る
の

か
。　

獣
医
師
の
増
加
、
地

域
畜
産
の
更
な
る
振
興
、
地

域
雇
用
の
創
出
、
曽
於
市
の

全
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
考
え

ら
れ
る
。

　

財
源
確
保
等
ク
リ
ア
す

べ
き
課
題
は
何
か
。

　

有
効
な
施
設
整
備
補

助
金
の
確
保
や
地
方
創
生
関

係
事
業
の
推
進
が
考
え
ら
れ

る
。

　

思
い
や
り
タ
ク
シ
ー
は

高
齢
者
の
大
切
な
交
通
手
段

で
あ
る
。
大
隅
・
末
吉
・
財

部
を
越
境
し
て
運
行
が
で
き

る
の
か
。

　

教
育
委
員
会
・
福
祉
事

務
所
・
農
業
委
員
会
を
本
庁

に
集
約
す
る
こ
と
で
、大
隅
・

財
部
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
低

下
し
な
い
か
。

　

低
下
は
し
な
い
。
大

隅
・
財
部
支
所
は
、
地
域
振

興
と
証
明
書
の
発
行
な
ど
窓

口
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
、
市
民

財
部
高
校
跡
地
利
活
用

　

越
境
し
て
運
行
す
る

場
合
は
運
行
車
両
の
増
が
必

要
と
な
り
、
現
実
的
に
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

市
民
の
た
め
の
思
い
や

り
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。
越
境

運
行
は
柔
軟
な
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

実
現
で
き
る
よ
う

に
、
交
通
対
策
協
議
会
等
へ

市
長
と
し
て
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

本庁・支所機能再編は

大隅・財部の

市民サービスを

守ることが大事です

市長／市民サービスは低下しない

市役所再編で大隅・財部の
市民サービスは低下しないか

本　議　会
一般質問の様子

宮宮
みやみや

迫迫
さこさこ

　　勝勝
まさるまさる

（日本共産党）（日本共産党）

高
齢
者
の
交
通
手
段
確
保

財部支所（昭和 41 年建築） 大隅支所（昭和 33 年建築）

21 政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）
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先
般
行
わ
れ
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
、
地
方
自
治

法
の
本
旨
で
あ
る
『
住
民
自

治
』
を
ま
っ
と
う
し
て
い
る

と
思
う
か
。

　

な
お
、
財
部
か
ら
福
祉
事

務
所
を
本
庁
（
末
吉
）
へ
移

す
件
に
つ
い
て
、
住
民
自
治

の
行
政
責
任
者
と
し
て
、
財

部
地
域
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
実
施
を
要
請
し
た
い
。

　

市
民
の
意
見
を
聞
く

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

地
域
住
民
説
明
会
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

き
た
。
完
璧
だ
と
は
思
っ
て

い
な
い
。

※
住
民
自
治
と
は
・
・
・

　

地
域
に
お
け
る
行
政
を
行

う
場
合
、
そ
の
自
治
体
の
住

民
の
意
思
と
責
任
に
基
づ
い

て
行
政
を
行
う
こ
と
を
原
則

と
す
る
。

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編

計
画
で
、
旧
３
町
の
均
衡
あ

る
発
展
に
努
め
て
い
く
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
町
づ
く
り
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

大
隅
・
財
部
地
区
の

支
所
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
本
庁
方
式
導
入
後
、
期

間
を
定
め
、
支
所
地
域
振
興

に
係
る
特
定
の
事
業
を
拡
充

し
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

事
業
や
関
係
団
体
の
支
援
を

実
施
し
て
い
く
。

｢

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計

画
の
組
織
再
編
（
抜
粋
）｣

現
在
財
部
支
所
に
あ
る
福

祉
事
務
所
、
農
業
委
員
会

大
隅
支
所
に
あ
る
教
育
委

員
会
を
末
吉
本
庁
に
集
約

す
る
。

財部地区の町づくり

から福祉事務所だけ

は残すべきではない

か

市長／ 市民の声を聞くため更に努力
したい

三町均衡ある発展で町づくり
を図る（合併時の協議内容）
を忘れるべからず！

本　議　会
一般質問の様子

山山
やまだや ま だ

田田　　義義
よしもりよしもり

盛盛
（誠和会）（誠和会）

市民アンケート調査より（ ■一部分庁方式が良い　■本庁方式が良い ）

■
本
庁
方
式
・
・
・
福
祉
事
務
所
、

農
業
委
員
会
（
財
部
）、
教
育
委
員

会
（
大
隅
）
を
末
吉
本
庁
へ
集
約

■
一
部
分
庁
方
式
・
・
・
福
祉
事

務
所
、
農
業
委
員
会
（
財
部
）、
教

育
委
員
会
（
大
隅
）
は
現
在
の
ま

ま

【大隅地区】

56.6% 43.4%

【財部地区】

54.1% 45.9%

【末吉地区】

22.2%

77.8%

曽於市議会だより　№ 60　令和２年５月１日発行 22




